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新 入 職 員 紹 介

ありうみ

有海　真琴
［新入職員より一言］

配　属：営農部米穀課米穀係
出身地：旭川市
出身校：北海道医療大学
趣味・特技：温泉・料理・スノーボード
好きな食べ物：いちご・オムライス

最初はわからないことばかりでご迷惑をおかけし
てしまうと思いますが、業務を覚えるよう努力して
いきますのでよろしくお願いします。

まこと

１ 令和６年度採用新入職員入組式（役員会議室　常勤）
２ 第７７回通常総会（当麻町公民館まとまーる） 

11
監査代替的調査　期末（12日迄）
集荷場神棚開き及び作業安全祈願祭
� （集荷場スーパーハウス　常勤）

12 第12回監事会
第20回理事会

16 共済連北海道本部運営委員会
� （北農ビル　組合長）

17 共済連北海道本部推薦委員会（〃）

18 上川地区農協組合長会役員選考委員会
� （JA上川ビル　組合長）

23
第１回北海道農協畑作物青果対策本部委員会
� （札幌市　組合長）
水天宮祭並びに通水式（当麻ダム　専務）

26

当麻町米麦改良協会定期総会
� （大会議室　組合長・専務・参事）
当麻町農業機械銀行役員会
� （大会議室　組合長・専務・参事）
当麻町地域農業再生協議会総会
� （大ホール　組合長・専務・参事）

30

上川地区農業協同組合長役員会
� （ＪＡ上川ビル　組合長）
上川地区農業協同組合長会議（〃）
上川地区農協政治連盟会議（〃）
上川地区農協米対策委員会（〃）
上川地区農協畑作・青果対策委員会（〃）

4 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第20回理事会］� 令和６年4月12日

●議案第１号　行政庁業務報告書について
●議案第２号　令和6年度理事の報酬について
●議案第３号　コンプライアンスプログラムの策定について　
●議案第４号　役員退職慰労金の支給について
●議案第５号　共済規程の一部変更について
●議案第６号　臨時職員就業規則の一部改正について
●議案第７号　組合員の異動について
●議案第８号　スマート農業技術推進事業要綱について
●議案第９号　ミニトマト隔離栽培導入事業要綱について
●議案第10号　多目的利用型施設導入支援事業要綱について
●議案第11号　特定組合員の班割について
●議案第12号　役員賠償責任保険の加入について
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総
会
の
冒
頭
、
先
人
の
功
績
を
偲
び
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
坂
下
専
務
よ
り
開
会
宣

言
が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
「
Ｊ
Ａ
綱

領
」
を
朗
唱
、
福
井
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

本
総
会
へ
ご
出
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の

方
々
を
紹
介
。
町
内
関
係
機
関
を
代
表
し

て
村
椿
町
長
、
各
連
合
会
を
代
表
し
て
Ｊ

Ａ
共
済
連
旭
川
支
所 

大
矢 

支
所
長
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議
長
に
は
中
央
２

区 

真
鳥 

修
一 

氏
と
緑
郷
１
区 

太
田 

弘

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
団
よ
り
出
席
状
況
に
つ
い
て
正
組

合
員
数
７
３
１
名
中
、
本
人
出
席
４
０
名
、

委
任
出
席
３
名
、
書
面
議
決
書
提
出
に
よ

る
出
席
６
２
２
名
、
出
席
者
合
計
６
６
５

名
と
総
会
成
立
が
報
告
さ
れ
、
議
事
に
入

り
、議
案
第
１
号「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
余
剰
金
処

分
案
、
及
び
注
記
表
の
承
認
に
つ
い
て
」

他
６
議
案
が
上
程
さ
れ
、
出
席
者
全
員
と

書
面
議
決
書
に
よ
る
絶
対
多
数
の
賛
成
に

よ
り
全
議
案
が
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
福
井
組
合
長
よ
り
「
今

後
も
当
麻
農
業
の
振
興
・
発
展
に
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
に
入
り
農
作
業
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
農
作
業
中
の
事
故
・
怪
我
に
は
十
分

注
意
し
て
い
た
だ
き
、
豊
穣
の
秋
と
な
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と

挨
拶
し
、
総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
77
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
春

作
業
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
ご
出

席
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
村
椿
町
長
を
始
め
、
各
連
合
会
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
公
私
共
に
大
変
お

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
を
取

巻
く
環
境
に
お
い
て
は
、
生
産
資
材
費
の

価
格
高
騰
が
依
然
と
続
い
て
お
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
増
加
は
農
家
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
現
在
も
今
後
の
情
勢
が
見
通

せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
気
象
条
件
も
変
化
し

て
お
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も
記
録
的
な

猛
暑
や
一
時
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
、
農
作

物
の
品
質
、
収
量
に
影
響
が
及
ん
だ
一
年

に
あ
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
関
係
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
数
年
続
き
ま
し
た
主
食
用

米
の
繰
越
在
庫
量
が
需
給
調
整
等
に
よ
り

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
か
ら
豊
作
を
期

待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
水
稲
の
作
況
指

数
は
全
道「
１
０
４
」上
川
管
内「
１
０
５
」

と
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
指
数
と
現
状
に

は
差
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
、
集
荷
実
績

は
１
７
万
７
千
俵
、
品
質
、
数
量
共
に
計

画
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
販

売
面
に
お
い
て
は
白
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

も
回
復
し
つ
つ
、
追
加
精
算
も
前
年
度
よ

り
多
く
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
農
業
所
得

確
保
に
繋
げ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
共
計
品
で
あ
り
ま
す
、米
、

畑
作
物
を
合
わ
せ
ま
し
て
３
４
億
７
千
万

円
、
園
芸
品
目
の
青
果
物
が
１
３
億
９
千

万
円
、
そ
の
中
で
き
ゅ
う
り
に
つ
き
ま
し

て
は
８
億
円
の
大
台
を
超
え
て
お
り
ま

す
。
花
き
類
は
１
億
７
千
万
円
の
実
績
と

な
り
合
わ
せ
た
農
産
物
の
合
計
は
５
２
億

２
千
万
円
の
取
扱
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響
に

よ
り
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お

り
、
農
家
経
営
を
守
る
た
め
令
和
５
年
度

計
画
に
助
成
措
置
を
盛
り
込
み
「
水
稲
用

農
薬
」、「
水
稲
種
子
」「
乾
燥
用
灯
油
」「
営

農
用
軽
油
」
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
営
部
門
に
お
い
て
は
ク
ミ
カ
ン
実
績

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
農
産
物

収
入
は
前
年
対
比
９
８
・
５
％
に
な
り
、

主
力
農
産
物
で
あ
る
米
が
収
量
減
と
な
る

な
か
に
お
い
て
も
Ｊ
Ａ
が
推
し
進
め
て
お

り
ま
す
水
稲
、
畑
作
、
園
芸
生
産
に
よ
る

複
合
経
営
か
ら
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保

が
で
き
、
次
年
度
に
繋
が
る
結
果
に
な
っ

た
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
金
融
事
業
に
お
い
て
は
、
組
合
員
皆
様

の
利
便
性
を
常
に
考
え
、
時
代
に
対
応
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
推
進

に
努
め
ま
し
た
。
共
済
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
年
を
迎
え
た
１
月
１
日
に
「
能

登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
共
済
連

の
地
震
に
対
す
る
共
済
の
状
況
は
、
３
月

21
日
現
在
、
１
１
万
３
２
７
件
の
被
害
報

告
、支
払
い
件
数
は
５
万
５
千
４
１
８
件
、

支
払
い
総
額
は
約
５
６
２
億
２
千
３
百
万

円
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
度
重
な
り
発
生

し
て
お
り
ま
す
自
然
災
害
に
備
え
、
組
合

員
の
皆
様
が
安
心
し
た
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
更
な
る
保
障
の
充
実
の
提
案
を
今

後
も
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
金
融
実
績
と
し
ま
し
て
、
貯
金
残
高
１

７
４
億
円
、
貸
付
金
２
５
億
７
千
万
円
、

共
済
保
有
高
３
２
３
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
財
務
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
全

で
安
定
し
た
運
営
を
取
り
進
め
、
財
務
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後

ほ
ど
議
案
に
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、

当
期
末
未
処
分
剰
余
金
１
億
５
千
５
百
万

円
、
内 

出
資
配
当
に
１
千
７
百
５
５
万

円
、
固
定
比
率
２
８
１
・
１
３
％
、
自
己

資
本
比
率
２
９
・
４
２
％
と
な
り
、
令
和

５
年
度
に
お
い
て
も
今
後
の
安
定
経
営
に

備
え
自
己
資
本
の
確
保
を
行
っ
た
経
過
に

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
決
算
を
終
え
、
農
業
を

取
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
に
お
い
て
も
、

組
合
員
皆
様
に
多
く
の
事
業
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
行
え
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
今
年
は
第
15
次
地
域
農
業
振
興

３
ヶ
年
計
画
・
農
協
経
営
３
ヶ
年
基
本
計

画
の
実
施
初
年
度
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
き
ま
し
て
も
後
ほ
ど
議
案
に
て
詳
し

く
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

テ
ー
マ
に
あ
り
ま
す
「
次
世
代
へ
繋
ぐ
魅

力
あ
る
当
麻
農
業
」、「
つ
く
る
は
つ
な
ぐ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
当
麻
農
業
の
維
持
・

発
展
に
向
け
各
種
事
業
達
成
を
目
標
に
一

部
メ
ニ
ュ
ー
は
変
わ
り
ま
す
が
、
支
援
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
農
業
経
営

の
一
役
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
農
協
経
営
３
ヵ
年
基
本
計
画
に
は
令
和

６
年
度
以
降
の
固
定
資
産
取
得
計
画
を
載

せ
て
お
り
ま
す
。
報
道
に
お
い
て
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
様
に
「
２
０
２
４
年
問

題
」
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
当
麻
農
産
物
の
販
売
と
輸
送
事
業
は
密

　4月2日（火）、当麻農業協同組合第77回

通常総会を当麻町公民館まとまーるにて開催し、

令和5年度事業報告並びに決算報告を始めとす

る全7議案が原案通り承認されました。

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶

第7７回通常総会開催
全議案承認される！！

接
な
関
係
に
あ
り
、
各
組
織
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
産
物
の
受
入
れ
、
選
果
体
制
の

見
直
し
、
変
更
に
伴
い
保
管
場
所
の
必
要

性
を
検
討
し
、
固
定
資
産
の
計
画
に
載
せ

て
お
り
ま
す
。
鮮
度
保
持
冷
蔵
庫
の
導
入

に
お
い
て
は
、
状
況
に
よ
り
ま
し
て
は
前

倒
し
で
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取

り
進
め
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す

し
、
併
せ
ま
し
て
職
員
の
労
務
改
善
に
努

め
る
必
要
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
営
農
部

門
の
米
穀
バ
ラ
施
設
の
建
物
、
機
械
装
置

の
改
修
等
、
効
率
の
良
い
受
入
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
園
芸
関
係
に
お
け
る
「
き

ゅ
う
り
受
入
コ
ン
テ
ナ
」
の
導
入
は
、
作

付
け
品
種
の
変
更
に
よ
り
、
品
種
特
性
に

合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
で
あ
り
、
ご

理
解
を
賜
り
た
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
も
時

代
に
即
し
た
事
業
運
営
と
組
合
員
皆
様
と

築
き
上
げ
た
当
麻
農
業
の
行
動
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
組
織
と
の
『
協
議
・
対
話
』

を
基
本
に
、
更
な
る
農
業
振
興
と
販
売
力

の
強
化
、
健
全
な
事
業
基
盤
の
維
持
、
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
１
年
間
良
好
な
事
業
運
営
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
も
ご
提
案
で
き
ま

す
の
も
、
組
合
員
皆
様
は
元
よ
り
、
系
統

連
合
会
の
お
力
は
大
き
く
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
業

運
営
に
対
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
皆
様
の

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
町
を

始
め
と
す
る
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
に

も
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
た

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
通
常
総
会
開
会

に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

出席者全員でＪＡ綱領を朗唱
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第
77
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
春

作
業
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
ご
出

席
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
村
椿
町
長
を
始
め
、
各
連
合
会
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
公
私
共
に
大
変
お

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
を
取

巻
く
環
境
に
お
い
て
は
、
生
産
資
材
費
の

価
格
高
騰
が
依
然
と
続
い
て
お
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
増
加
は
農
家
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
現
在
も
今
後
の
情
勢
が
見
通

せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
気
象
条
件
も
変
化
し

て
お
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も
記
録
的
な

猛
暑
や
一
時
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
、
農
作

物
の
品
質
、
収
量
に
影
響
が
及
ん
だ
一
年

に
あ
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
関
係
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
数
年
続
き
ま
し
た
主
食
用

米
の
繰
越
在
庫
量
が
需
給
調
整
等
に
よ
り

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
か
ら
豊
作
を
期

待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
水
稲
の
作
況
指

数
は
全
道「
１
０
４
」上
川
管
内「
１
０
５
」

と
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
指
数
と
現
状
に

は
差
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
、
集
荷
実
績

は
１
７
万
７
千
俵
、
品
質
、
数
量
共
に
計

画
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
販

売
面
に
お
い
て
は
白
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

も
回
復
し
つ
つ
、
追
加
精
算
も
前
年
度
よ

り
多
く
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
農
業
所
得

確
保
に
繋
げ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
共
計
品
で
あ
り
ま
す
、米
、

畑
作
物
を
合
わ
せ
ま
し
て
３
４
億
７
千
万

円
、
園
芸
品
目
の
青
果
物
が
１
３
億
９
千

万
円
、
そ
の
中
で
き
ゅ
う
り
に
つ
き
ま
し

て
は
８
億
円
の
大
台
を
超
え
て
お
り
ま

す
。
花
き
類
は
１
億
７
千
万
円
の
実
績
と

な
り
合
わ
せ
た
農
産
物
の
合
計
は
５
２
億

２
千
万
円
の
取
扱
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響
に

よ
り
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お

り
、
農
家
経
営
を
守
る
た
め
令
和
５
年
度

計
画
に
助
成
措
置
を
盛
り
込
み
「
水
稲
用

農
薬
」、「
水
稲
種
子
」「
乾
燥
用
灯
油
」「
営

農
用
軽
油
」
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
営
部
門
に
お
い
て
は
ク
ミ
カ
ン
実
績

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
農
産
物

収
入
は
前
年
対
比
９
８
・
５
％
に
な
り
、

主
力
農
産
物
で
あ
る
米
が
収
量
減
と
な
る

な
か
に
お
い
て
も
Ｊ
Ａ
が
推
し
進
め
て
お

り
ま
す
水
稲
、
畑
作
、
園
芸
生
産
に
よ
る

複
合
経
営
か
ら
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保

が
で
き
、
次
年
度
に
繋
が
る
結
果
に
な
っ

た
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
金
融
事
業
に
お
い
て
は
、
組
合
員
皆
様

の
利
便
性
を
常
に
考
え
、
時
代
に
対
応
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
推
進

に
努
め
ま
し
た
。
共
済
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
年
を
迎
え
た
１
月
１
日
に
「
能

登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
共
済
連

の
地
震
に
対
す
る
共
済
の
状
況
は
、
３
月

21
日
現
在
、
１
１
万
３
２
７
件
の
被
害
報

告
、支
払
い
件
数
は
５
万
５
千
４
１
８
件
、

支
払
い
総
額
は
約
５
６
２
億
２
千
３
百
万

円
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
度
重
な
り
発
生

し
て
お
り
ま
す
自
然
災
害
に
備
え
、
組
合

員
の
皆
様
が
安
心
し
た
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
更
な
る
保
障
の
充
実
の
提
案
を
今

後
も
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
金
融
実
績
と
し
ま
し
て
、
貯
金
残
高
１

７
４
億
円
、
貸
付
金
２
５
億
７
千
万
円
、

共
済
保
有
高
３
２
３
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
財
務
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
全

で
安
定
し
た
運
営
を
取
り
進
め
、
財
務
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後

ほ
ど
議
案
に
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、

当
期
末
未
処
分
剰
余
金
１
億
５
千
５
百
万

円
、
内 

出
資
配
当
に
１
千
７
百
５
５
万

円
、
固
定
比
率
２
８
１
・
１
３
％
、
自
己

資
本
比
率
２
９
・
４
２
％
と
な
り
、
令
和

５
年
度
に
お
い
て
も
今
後
の
安
定
経
営
に

備
え
自
己
資
本
の
確
保
を
行
っ
た
経
過
に

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
決
算
を
終
え
、
農
業
を

取
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
に
お
い
て
も
、

組
合
員
皆
様
に
多
く
の
事
業
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
行
え
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
今
年
は
第
15
次
地
域
農
業
振
興

３
ヶ
年
計
画
・
農
協
経
営
３
ヶ
年
基
本
計

画
の
実
施
初
年
度
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
き
ま
し
て
も
後
ほ
ど
議
案
に
て
詳
し

く
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

テ
ー
マ
に
あ
り
ま
す
「
次
世
代
へ
繋
ぐ
魅

力
あ
る
当
麻
農
業
」、「
つ
く
る
は
つ
な
ぐ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
当
麻
農
業
の
維
持
・

発
展
に
向
け
各
種
事
業
達
成
を
目
標
に
一

部
メ
ニ
ュ
ー
は
変
わ
り
ま
す
が
、
支
援
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
農
業
経
営

の
一
役
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
農
協
経
営
３
ヵ
年
基
本
計
画
に
は
令
和

６
年
度
以
降
の
固
定
資
産
取
得
計
画
を
載

せ
て
お
り
ま
す
。
報
道
に
お
い
て
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
様
に
「
２
０
２
４
年
問

題
」
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
当
麻
農
産
物
の
販
売
と
輸
送
事
業
は
密

開会宣言をする坂下専務

開会の挨拶をする福井組合長

接
な
関
係
に
あ
り
、
各
組
織
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
産
物
の
受
入
れ
、
選
果
体
制
の

見
直
し
、
変
更
に
伴
い
保
管
場
所
の
必
要

性
を
検
討
し
、
固
定
資
産
の
計
画
に
載
せ

て
お
り
ま
す
。
鮮
度
保
持
冷
蔵
庫
の
導
入

に
お
い
て
は
、
状
況
に
よ
り
ま
し
て
は
前

倒
し
で
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取

り
進
め
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す

し
、
併
せ
ま
し
て
職
員
の
労
務
改
善
に
努

め
る
必
要
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
営
農
部

門
の
米
穀
バ
ラ
施
設
の
建
物
、
機
械
装
置

の
改
修
等
、
効
率
の
良
い
受
入
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
園
芸
関
係
に
お
け
る
「
き

ゅ
う
り
受
入
コ
ン
テ
ナ
」
の
導
入
は
、
作

付
け
品
種
の
変
更
に
よ
り
、
品
種
特
性
に

合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
で
あ
り
、
ご

理
解
を
賜
り
た
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
も
時

代
に
即
し
た
事
業
運
営
と
組
合
員
皆
様
と

築
き
上
げ
た
当
麻
農
業
の
行
動
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
組
織
と
の
『
協
議
・
対
話
』

を
基
本
に
、
更
な
る
農
業
振
興
と
販
売
力

の
強
化
、
健
全
な
事
業
基
盤
の
維
持
、
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
１
年
間
良
好
な
事
業
運
営
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
も
ご
提
案
で
き
ま

す
の
も
、
組
合
員
皆
様
は
元
よ
り
、
系
統

連
合
会
の
お
力
は
大
き
く
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
業

運
営
に
対
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
皆
様
の

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
町
を

始
め
と
す
る
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
に

も
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
た

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
通
常
総
会
開
会

に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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第
77
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
春

作
業
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
ご
出

席
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
村
椿
町
長
を
始
め
、
各
連
合
会
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
公
私
共
に
大
変
お

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
を
取

巻
く
環
境
に
お
い
て
は
、
生
産
資
材
費
の

価
格
高
騰
が
依
然
と
続
い
て
お
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
増
加
は
農
家
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
現
在
も
今
後
の
情
勢
が
見
通

せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
気
象
条
件
も
変
化
し

て
お
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も
記
録
的
な

猛
暑
や
一
時
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
、
農
作

物
の
品
質
、
収
量
に
影
響
が
及
ん
だ
一
年

に
あ
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
関
係
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
数
年
続
き
ま
し
た
主
食
用

米
の
繰
越
在
庫
量
が
需
給
調
整
等
に
よ
り

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
か
ら
豊
作
を
期

待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
水
稲
の
作
況
指

数
は
全
道「
１
０
４
」上
川
管
内「
１
０
５
」

と
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
指
数
と
現
状
に

は
差
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
、
集
荷
実
績

は
１
７
万
７
千
俵
、
品
質
、
数
量
共
に
計

画
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
販

売
面
に
お
い
て
は
白
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

も
回
復
し
つ
つ
、
追
加
精
算
も
前
年
度
よ

り
多
く
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
農
業
所
得

確
保
に
繋
げ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
共
計
品
で
あ
り
ま
す
、米
、

畑
作
物
を
合
わ
せ
ま
し
て
３
４
億
７
千
万

円
、
園
芸
品
目
の
青
果
物
が
１
３
億
９
千

万
円
、
そ
の
中
で
き
ゅ
う
り
に
つ
き
ま
し

て
は
８
億
円
の
大
台
を
超
え
て
お
り
ま

す
。
花
き
類
は
１
億
７
千
万
円
の
実
績
と

な
り
合
わ
せ
た
農
産
物
の
合
計
は
５
２
億

２
千
万
円
の
取
扱
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響
に

よ
り
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お

り
、
農
家
経
営
を
守
る
た
め
令
和
５
年
度

計
画
に
助
成
措
置
を
盛
り
込
み
「
水
稲
用

農
薬
」、「
水
稲
種
子
」「
乾
燥
用
灯
油
」「
営

農
用
軽
油
」
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
営
部
門
に
お
い
て
は
ク
ミ
カ
ン
実
績

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
農
産
物

収
入
は
前
年
対
比
９
８
・
５
％
に
な
り
、

主
力
農
産
物
で
あ
る
米
が
収
量
減
と
な
る

な
か
に
お
い
て
も
Ｊ
Ａ
が
推
し
進
め
て
お

り
ま
す
水
稲
、
畑
作
、
園
芸
生
産
に
よ
る

複
合
経
営
か
ら
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保

が
で
き
、
次
年
度
に
繋
が
る
結
果
に
な
っ

た
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
金
融
事
業
に
お
い
て
は
、
組
合
員
皆
様

の
利
便
性
を
常
に
考
え
、
時
代
に
対
応
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
推
進

に
努
め
ま
し
た
。
共
済
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
年
を
迎
え
た
１
月
１
日
に
「
能

登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
共
済
連

の
地
震
に
対
す
る
共
済
の
状
況
は
、
３
月

21
日
現
在
、
１
１
万
３
２
７
件
の
被
害
報

告
、支
払
い
件
数
は
５
万
５
千
４
１
８
件
、

支
払
い
総
額
は
約
５
６
２
億
２
千
３
百
万

円
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
度
重
な
り
発
生

し
て
お
り
ま
す
自
然
災
害
に
備
え
、
組
合

員
の
皆
様
が
安
心
し
た
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
更
な
る
保
障
の
充
実
の
提
案
を
今

後
も
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
金
融
実
績
と
し
ま
し
て
、
貯
金
残
高
１

７
４
億
円
、
貸
付
金
２
５
億
７
千
万
円
、

共
済
保
有
高
３
２
３
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
財
務
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
全

で
安
定
し
た
運
営
を
取
り
進
め
、
財
務
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後

ほ
ど
議
案
に
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、

当
期
末
未
処
分
剰
余
金
１
億
５
千
５
百
万

円
、
内 

出
資
配
当
に
１
千
７
百
５
５
万

円
、
固
定
比
率
２
８
１
・
１
３
％
、
自
己

資
本
比
率
２
９
・
４
２
％
と
な
り
、
令
和

５
年
度
に
お
い
て
も
今
後
の
安
定
経
営
に

備
え
自
己
資
本
の
確
保
を
行
っ
た
経
過
に

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
決
算
を
終
え
、
農
業
を

取
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
に
お
い
て
も
、

組
合
員
皆
様
に
多
く
の
事
業
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
行
え
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
今
年
は
第
15
次
地
域
農
業
振
興

３
ヶ
年
計
画
・
農
協
経
営
３
ヶ
年
基
本
計

画
の
実
施
初
年
度
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
き
ま
し
て
も
後
ほ
ど
議
案
に
て
詳
し

く
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

テ
ー
マ
に
あ
り
ま
す
「
次
世
代
へ
繋
ぐ
魅

力
あ
る
当
麻
農
業
」、「
つ
く
る
は
つ
な
ぐ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
当
麻
農
業
の
維
持
・

発
展
に
向
け
各
種
事
業
達
成
を
目
標
に
一

部
メ
ニ
ュ
ー
は
変
わ
り
ま
す
が
、
支
援
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
農
業
経
営

の
一
役
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
農
協
経
営
３
ヵ
年
基
本
計
画
に
は
令
和

６
年
度
以
降
の
固
定
資
産
取
得
計
画
を
載

せ
て
お
り
ま
す
。
報
道
に
お
い
て
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
様
に
「
２
０
２
４
年
問

題
」
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
当
麻
農
産
物
の
販
売
と
輸
送
事
業
は
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
各
組
織
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
産
物
の
受
入
れ
、
選
果
体
制
の

見
直
し
、
変
更
に
伴
い
保
管
場
所
の
必
要

性
を
検
討
し
、
固
定
資
産
の
計
画
に
載
せ

て
お
り
ま
す
。
鮮
度
保
持
冷
蔵
庫
の
導
入

に
お
い
て
は
、
状
況
に
よ
り
ま
し
て
は
前

倒
し
で
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取

り
進
め
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す

し
、
併
せ
ま
し
て
職
員
の
労
務
改
善
に
努

め
る
必
要
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
営
農
部

門
の
米
穀
バ
ラ
施
設
の
建
物
、
機
械
装
置

の
改
修
等
、
効
率
の
良
い
受
入
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
園
芸
関
係
に
お
け
る
「
き

ゅ
う
り
受
入
コ
ン
テ
ナ
」
の
導
入
は
、
作

付
け
品
種
の
変
更
に
よ
り
、
品
種
特
性
に

合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
で
あ
り
、
ご

理
解
を
賜
り
た
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
も
時

代
に
即
し
た
事
業
運
営
と
組
合
員
皆
様
と

築
き
上
げ
た
当
麻
農
業
の
行
動
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
組
織
と
の
『
協
議
・
対
話
』

を
基
本
に
、
更
な
る
農
業
振
興
と
販
売
力

の
強
化
、
健
全
な
事
業
基
盤
の
維
持
、
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
１
年
間
良
好
な
事
業
運
営
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
も
ご
提
案
で
き
ま

す
の
も
、
組
合
員
皆
様
は
元
よ
り
、
系
統

連
合
会
の
お
力
は
大
き
く
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
業

運
営
に
対
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
皆
様
の

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
町
を

始
め
と
す
る
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
に

も
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
た

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
通
常
総
会
開
会

に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

来賓を代表して挨拶する室屋副町長

議長に真鳥 修一 氏（左）、太田 弘 氏（右）

　
組
合
員
皆
様
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し

て
、
第
77
回
通
常
総
会
が
盛
会
の
も

と
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご

要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
振
興
、
事
業
運
営
に
活
か
す

べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
共
農
協
事
業
に
対
し
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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　JA温湯消毒施設では、今年度の水稲種子供給
に向け3月28日より種籾の温湯消毒作業を開始い
たしました。
　品種ごとにネットで色分けされた種籾を60℃
の温水で10分間温湯消毒したあと、10℃の冷水
にて冷却脱水し、手際よく組合員の皆様への引渡
し作業が行われました。今年は4月中旬までに約
71トンの処理が行われました。

３月２８日 水稲種子の温湯消毒作業
始まる

　平年よりも暑さを感じる4月上旬から水稲の播

種作業が始まり、4月中旬には町内各戸で作業の

ピークを迎え、今年も豊穣の秋を願い、安全で

安心な美味しい当麻米作りがスタートしました。

　育苗ポット・マットに温湯消毒された種籾を

まき、土入れ、育苗ハウスに並べる作業を行い、

播種作業後は育苗・ハウス管理が行われており

ます。

　午前10時より集荷場スーパーハウス神棚前に
おいて、今年のそ菜・花き集出荷と選果作業の安
全を祈願して集荷場神棚開き並びに作業安全祈願
祭が行われ、各生産組織・町・ＪＡ関係役職員
20名が今年の農産物への思いを込めて玉串を捧
げました。
　終了後、鎌田禰宜より「コロナ禍が落ち着きま
した反面、経済情勢、社会情勢ともに大変厳し
くなっております。資材の高騰等大変ご苦労があると思いますが、お一人お一人が知恵を出し
合って、どうか良い秋に結び付けていただきたいと思っております」と挨拶されました。
　きゅうりは5月、ミニトマト・でんすけすいか・輪菊は6月から選果機が稼動するため、メン
テナンス作業や受入に向けての準備が進められております。

４月１１日 集荷場神棚開き並びに
作業安全祈願祭

中央 4 区　羽根  敏さん宅圃場

最良の出来秋に向け水稲播種作業始まる
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共 済 係 か ら 知の らお せ

お問い合わせは

ＪＡ当麻 金融共済課　TEL0166-84-2124 まで
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資材課からのお知らせ
○野菜・花の苗を各種販売いたします
　今年も資材事務所前にて、５月中旬頃より主にＪ
Ａ育苗施設で作られた野菜・花の苗販売をしており、
各種苗を取り揃えておりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

○ラジコンボートによる水稲除草剤散布受付について
　日頃より当組合のラジコンボート（除草剤散布）
をご利用頂き厚くお礼申し上げます。
　散布時受付時の注意点としまして、最新の「令和
６年度耕地図」にて圃場番号のご確認をお願いいた
します。
　資材課においても細心の注意を図り、受付・散布
をおこなってまいりますので、ご理解とご協力の程
よろしくお願いいたします。

○水稲残草対策におけるドローンの利用について
　日頃より当組合の購買事業について格別のご配慮を賜り厚くお礼申し上げます。
　水稲の残草対策としてドローンでの中後期除草剤散布を行います。
　ドローンは、圃場に機械を入れることがないので、圃場や稲を痛める心配がありません。圃
場の発生雑草によって有効な薬剤を選定します。
　散布料金につきましては、１０a当たり１,１００円（税込）です。
　最新（令和６年度）の耕地図にて受付いたしますので、お間違えのないようお願いいたします。
　詳しい水稲残草（薬剤や散布時の圃場状態など）に関するお問い合わせは、資材課までお願
いいたします。

散布薬剤（例）
　・クリンチャー１キロ粒剤（ノビエ４～５葉期まで）
　・ヒエクリーン１キロ粒剤（ノビエ４葉期まで）
　・バサグラン粒剤（ホタルイ、オモダカ、シズイ）
　・ヒエクリーンバサグラン粒剤（ノビエ、ホタルイ、オモダカ、シズイ）
　・ ウィードコア1キロ粒剤（ミズアオイ、オモダカ）
　・クリンチャー EW（ノビエ４.５葉期まで）等々

お問い合わせは　ＪＡ当麻資材課
ＴＥＬ（０１６６）８４－２６００

2024. 5月号 ● JA当麻

8



JA当麻 ● 2024. 5月号

9



［組合員の皆さまへお知らせ］　～組合員資格の確認について～
　平素より当組合の事業におきましてご理解、ご協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。

　さて、当組合では定款の定めにより、組合員の資格変更があった時は、ＪＡに届けていただく

ことになっております。つきましては組合員資格区分、住所、氏名等に変更がありましたら、

お手数ではございますが当組合までお手続きの程をお願いいたします。

　なお、当組合の地区内とは、当麻町の区域となっており、組合員資格は次の通りとなってお

ります。

　加入内容に変更があった組合員の方は、大変お手数ですが、ご本人確認ができる書類

（運転免許証、健康保険証等）及び印鑑をお持ちになり、総務課までお越し下さい。

※資格要件等の詳細、並びにご不明な点については、総務課ＴＥＬ８４－２１２１へ
お問い合わせ下さい。

⑴　50ア－ル以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内

にある者。

⑵　１年のうち９０日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にある者。

⑶　農業を営む法人(その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつ、その資本の額又

は出資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土

地が組合の地区内にある者。

⑴　この組合の地区内に住所を有する個人で、この組合の事業を利用することが適当であると

認められる者。

⑵　勤務地が当組合の地区内にあり、資金の借入、貯金・定期積金、生産資材・生活物資の購入、

共済加入のいずれかを１年以上継続利用している者。

⑶　住所が当組合の地区外にあり、生産資材・生活物資の購入、生産する物資の運搬・加工・保管・

販売、特定農地貸付のいずれかを１年以上継続利用している者。

⑷　この組合の地区の全部又は一部を地区とする農業協同組合。

正組合員資格

准組合員資格

2024. 5月号 ● JA当麻
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タテのカギ ヨコのカギ
アルバイトの̶̶試験を受けた
黄色に黒いしま模様がある猛獣
ご̶̶の良い日にお越しくださ
い
ケシ科の花、特にヒナゲシのこ
と
味を感じ取ります
沖縄では５月中に̶̶入りする
ことが多いですね
ゴールデンウイークのホテル
は、̶ ̶客で混雑しそう
魚偏に占と書く魚
凸という字の音読みは
早く実る稲は早稲（わせ）、遅い
ものは
ポケットの中でチャリチャリと鳴
ることも
相模の取組を数えるときに使う
言葉
衣服のしわをのばします

1
4
6

7

8
10

11

13
14
16

17

19

20

1
2
3
4
5

9
11
12

13

15
18

二重マスの文字を、
A～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操

ス
コ
ア

ア
ク
ブ

プ
ロ

サ
ク
ラ

リ
モ
コ
ン

ゲ
コ

ン

シ
ジ
ミ

サ

グ
チ

ゲ
ツ
ツ
ー

ホ
オ
ン

ク
ジ

コ
ウ
フ

キ
シ
ユ

1

2

3

4

5

8

9

10

6

7

13

14

15

11

12

19

20

16

17

18

B

A

E

C

D

４月号の答えは…

陰暦の５月のこと
棋聖、天元、本因坊といえば
ワインやウイスキーはこれ
話題となるような出来事
ギョーザのたれに入れる辛い調味
料
指揮者が振るもの
家臣が仕えます
村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの
言葉は五月雨（さみだれ）です
目には̶̶山ホトトギス初ガツオ
（山口素堂）
遠くの親類より近くの̶̶
１と １ーの中間点

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

A

フ
B

リ
C

ー
D

ジ
E

ア

1

2

3

4

7

8

9

10

5

6

13

14

15

16

11

12

20

21

17

18

19

D

A

C

B

E
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「米ぬかハンドクリーム」誕生!!
　籾貯蔵 今摺米の米ぬかを活用した手肌に優しいハンドクリ

ームです。ふわっとやさしいフローラルガーデンの香りでキ

メの整った手肌となります。（税込700円）

　資材課で販売を開始しており、今後直売所等でも販売を開

始してまいりますので是非お買い求めください。

ＪＡ当麻　№644
発 行 日　　令和6年5月
発　　行　　当麻農業協同組合
編　　集　　管理部総務課
住　　所　　上川郡当麻町４条
　　　　　　東３丁目４番63号
電　　話　　０１６６-８４-２１２１
ＪＡ当麻ホームページ
　URL　http://www.ja-tohma.jp/

令和６年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日 月 火 水 木 金 土
6月5月

◆
北
海
道
の
遅
い
春
、
よ
う
や
く
桜
が
咲
く

頃
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
平
年
よ
り
も
暖

か
く
、
桜
の
開
花
も
早
い
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
爛
漫
と
咲
く
美
し

い
桜
に
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

満
開
か
ら
花
吹
雪
、
花
絨
毯
、
花
い
か
だ
へ

と
短
い
間
に
移
り
変
わ
る
姿
に
も
心
が
惹
か

れ
ま
す
ね
。

◆
農
作
業
が
本
格
化
す
る
多
忙
な
春
耕
期
で

す
。
農
作
業
事
故
の
な
い
よ
う
十
分
気
を
付

け
、
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
谷
口
）

日
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